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特集

学生論文特集の発行にあたって

学生論文特集編集委員会

委員長　　山 口　　 修

今回で4回目となる学生論文特集は，論文執筆経験

が豊富でない学生の研究を活性化し，母国語による論

文を発表する場を提供することを目的としている．次

世代を担う若手研究者による研究の広がりを世の中に

示すことはもちろん，若手研究者同士の分野横断的な

新しい研究交流，そして研究活性化の契機となること

を期待し，ISS和文論文誌編集委員会が，全員で編集

に当たるという企画である．

今回の投稿数は，前々回の108編，前回の50編に対

して，39編の投稿と減少した．これは，広報が十分で

はなかったことが反省点の一つであるが，同時期にほ

かの特集との〆切が重なり特定分野の論文が集められ

ていなかったことも理由として挙げられる．

回を重ねたことで，前回，前々回に残念ながら不採

録となった論文が，本特集に再度チャレンジされてお

り，今回採録となったケースが複数編あるのも嬉しい

限りである．残念ながら不採録となった論文について

は，再度リベンジされることを期待している．通常号

への再投稿は極めて多く，晴れて採録となっている論

文を見かけると学生論文特集でのコメントが生かされ

ていることを実感する．査読者にも学生論文特集の意

義が浸透してきたこともあってか，「学生論文特集な

ので，評価を甘くした」という誤認識は，非常に少な

くなったと思われる（採録基準は通常号と同じであ

る）．査読委員からは，いずれの論文に対しても詳細

な指摘を頂いており，査読委員の皆様に感謝すべき点

である．

厳正な審査の結果，今回の採択率は41％と，従来と

同程度で，全部で16編を採録とした．また，採録され

た論文の中で，新規性，有効性，信頼性，了解性の少

なくとも一つの項目において特に秀逸で，学生として

よく健闘したと称賛に値する論文を秀逸論文として本

特集編集委員会が認定を行っており，今回は2編の論

文を秀逸論文とした．「辺容量付き電力需給ネットワ

ーク」については信頼性と了解性が優れているとの評

価，また「PESQと室内音響指標を用いた雑音・残響

指標NRSR―PDnに基づく雑音・残響下音声認識性能

の予測」については，従来研究と比較して優れた結果

を出しているという点で有効性が評価された．

最後に本特集を発行するにあたり，論文を御投稿頂

いた皆様，タイトなスケジュールの中，丁寧な査読を

頂いた査読委員の皆様，企画編集に尽力頂いた特集編

集幹事，編集委員の皆様，ならびにサポート頂いた事

務局の皆様には心より感謝申し上げる．今後も継続的

に本特集が企画され，若手の支援・教育の場として機

能することを期待している．
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栗　原　　　聡 ・ 小　林　　　匠 ・ 鮫　島　和　行 ・ 篠　崎　隆　宏
白　銀　純　子 ・ 鈴　木　伸　崇 ・ 薗　田　光太郎 ・ 田　中　正　行
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